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近畿地連では、１２月１０日に近畿地連管内の青年を集めて労働学校を実施しまし

た。今回は労働学校の名前を「ウインタースクール」と改め、青年役員が主体的に企画

を行いました。参加者は、役員を含めて４６名でした。 

労働学校では、青年協森川議長による「専従という仕事について」、井上事務局長に

よる「中国からみた近畿」の二つの講演と、近畿地連選出の岡田事務局次長から一年間

の近畿地連青年対策部の活動の報告がありました。 

また、昨年度好評であった近畿地連キャストによる寸劇をさらにパワーアップさせ、

全司法がなくなってしまった場合の職場環境の悪化と、それを改善させるために、もう

一度全司法を結成しようというストーリーの寸劇、「もう一度・・・」を行いました。 

寸劇では、全司法が今まで築き上げた労働条件や、全司法がもし無くなってしまった

場合の職場環境の悪化が分かりやすく説明されました。 

労働学校が終わった後は、ボーリング大会やクリスマスパーティーを開催し、青年同

士の交流を深めました。 

 

参加した青年からは、「全司法が築いた労働条件が良くわかった」、「寸劇が楽しく、

分かりやすかった」などの感想が多くよせられました。 

 

 

寸劇の様子です！！ 

懇親会の最後に記念撮影！ 

 近畿地連青年対策部では、今回の労働

学校をきっかけに、教宣紙【青年ニュース】を

発行しました。今後、多くの青年が近畿地

連に結集できるよう、教宣活動を強化して

いきます！！ 



中中部部地地連連青青年年部部長長会会議議  

 

中部地連では、１２月１７日、１８日、中部地連管内の青年部役員を含めた青年組合員を集めて、

青年部長会議を行いました。 

内容は、①一年間の活動報告、意見交換、②組織拡大の具体的とりくみと意見交換、③クイズで

学ぶ職場と組合、などです。 

①では、中部地連内の青年部が一年間を通じてどのようなとりくみを行ったのか、という報告が

ありました。各支部青年部とも、組織拡大・強化のために創意工夫を凝らしたレクを行っていまし

た。また、レクなどを行うため、各支部青年部では財政活動を積極的に行っているとの報告もあり

ました（独自のパンフレットを作成して、職場内で積極的に財活を行っているなどの報告もありま

した。）。 

②では、新規採用者加入に向け、呼びかけ担当者の配置や独自パンフレットの作成、早期の昼食

会実施など、ここ数年、組織拡大に成果が上がっているとりくみの報告と、それを踏まえた 2012

年４月期に向けた組織拡大のための意思統一がなされました。 

③では、評価制度などの職場の疑問をクイズ形式にし、職場や組合のことを学習しました。 

 

また、二日目には「かまぼこ作り体験」を行い、各支部青年部の交流を深めました。 

今回の青年部長会議を通じて、組織拡大・強化の意思統一を図るとともに、青年間の繋がりをさ

らに深めることができました。 

   

 

 

 

会議では積極的な討論

が行われました！ 

最後はみんなで仲良く記念撮影！！ 

 


